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BIM/CIMモデルの作成
地形モデル

構造物モデル

線形・⼟⼯形状モデル

統合モデル



線形・⼟⼯形状モデル作成

点群処理・地形データ作成

統合モデル作成

構造物モデル作成

KENTEM BIM/CIMソリューション



構造物モデルの作成⽅法



統合モデルへの取り込み



5

BIM/CIMモデルの活⽤

構造物モデルを
KSSXファイル

として出⼒
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①3D構造物測設

構造物モデル(KSSX)を活⽤した2つの機能を新たに搭載

「SiTE-STRUCTURE」「SiTE-NEXUS」にて
現場座標で作成した構造物モデルを使⽤して測設。
構造物モデルの端点をスナップし、モデルの座標値
に誘導することが可能です。



①3D構造物測設
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②どこでもスライス

構造物モデル(KSSX)を活⽤した2つの機能を新たに搭載

「SiTE-STRUCTURE」「SiTE-NEXUS」にて
現場座標で作成した構造物モデルをスライスし、
スライスした断⾯との差をどこでもガイド。
スライスは、路線・エッジ・標⾼を基準として
スライスすることが可能です。



②どこでもスライス



活⽤事例動画も多数公開中

活⽤事例動画

You Tube 動画⼀覧はこちら ＞



モバイル端末を使⽤した点群計測アプリ



モバイル端末で簡単点群計測


